
令和 7年度　入学試験（ 2月 2日実施）

算　数
［50分］

［注意事項］

１ ．試験開始の合図があるまで、この問題用紙は開かないでください。
2．試験開始後、解答用紙にシールを貼

は

ってください。
3．解答は、すべて解答用紙に記入してください。
4．解答は鉛

えん

筆
ぴつ

などで濃
こ

く記入してください。
5．‌�問題は1〜7まであります。ページが抜

ぬ

けていたら、すみやかに手
を挙

あ

げ、監
かん

督
とく

の先生に申し出てください。

東京農業大学第一高等学校中等部

第 3 回



─ 1 ─

1 	 次の各問いに答えなさい。

（ 1）　3.56 × 7.89 ＋ 3.56 × 0.11 ＋ 0.44 × 8 　を計算しなさい。

（ ２）　 1
1
2
 − □ − 

2
5
   ÷ 

7
10

 −  3
1
6
 −  2

4
7
   × 

21
25

 ＝ 0

　　のとき、□にあてはまる数を答えなさい。

（ 3）　次の式の  ア  と  イ  には 1 ～ 9のいずれかの整数が入ります。また、同じ
	 カタカナの□には同じ数字が入ります。 ア  と  イ  に入る数を答えなさい。

　　　2025 ＝  ア  ×  ア  ×（ １ ＋  ア  ×  イ  ×  イ  ）

（ 4 ）　 4時間□分： 3時間 51 分 ＝ 
6
7
：

3
4
 　のとき、□にあてはまる数を答えなさい。
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2　�　次の各問いに答えなさい。

（ 1）　
2025
□

 の□に ２から 2025 までの整数が入ります。このとき、次の問いに答えなさい。
 

 
①　

2025
□

 が整数となる□にあてはまる数は全部で何個ありますか。 
 
②　①で□にあてはまる数のうち、小さい方から数えて 10 番目の数はいくつですか。

（ 2）　ある商品を 20 個仕入れ、仕入れ値の 3割増しの定価をつけたところ、15 個売れ、5個
売れ残りました。残った 5個を定価の 6割引きにしたところ、すべて売れました。商品 
20 個の利益は 420 円でした。売り上げの合計はいくらでしたか。

（ 3）　新型電車は 90 m の橋を渡り始めてから渡り終わるまでに 2.25 秒、60 m のトンネル
に入ってから全部出るまでに 2秒かかります。このとき、電車の長さと、速さが秒速
何 m か求めなさい。

（ 4）　あるアンケートを次の手順で 100 人に行いました。
　　　　・ １人 1回のみ回答する
　　　　・あてはまる記号（A ～ C）をチェックする
　　　　・複数チェックが可能である
　　　アンケートの結果は次の表のようになりました。

A B C

選択した人数（人） 40 45 30

　　　また、アンケートの結果の表とは別に次のことがわかっています。
　　　　・A と B の両方を選んだ人は 20 人いた
　　　　・B と C の両方を選んだ人は 23 人いた
　　　　・どれも選ばなかった人は 35 人いた

　　　このとき、次の問いに答えなさい。

　　　①　A と C の 2 つだけを選んだ人数は何人ですか。

　　　②　A，B，C の 3 つをすべて選んだ人数は何人以上何人以下ですか。
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3　�　次の各問いに答えなさい。

（ 1）　正五角形に、図のように 2本の平行な直線をひきました。このとき、x ＋ y の大きさ
を求めなさい。

y

x

（ 2 ）　図のように立方体 ABCD − EFGH があります。次の問いに答えなさい。

　　①�　点 E，点 G と辺 AB の真ん中の点の 3点を通るような平面で立方体を切りました。
　　　切り口は何角形になるか答えなさい。

A

H

E F

G

B

C
D

　　②�　立方体の 1辺が 4 cm のとき、①で切り取ってできた立体のうち、点 F を含む立体の
体積は何cm3  ですか。



─ 7 ─

4　�　円を直線で、いくつかの図形に分けます。直線のひき方は、以下の規則にしたがいます。

　　　規則
　　　　①　円の内部を通る
　　　　②　どの ２本の直線も、円の内部で交わる
　　　　③　どの ３本の直線も、 １点で交わらない

　　�　この規則にしたがって、 １本目、 ２本目、 ３本目をひくと、図 １、図 ２、図 ３のように
なります。このとき、次の問いに答えなさい。

図１ 図２ 図３

（ 1）　10 本目の直線をひくと、何個の図形に分けられますか。

（ 2）　分けられた図形の個数が 2025 個を越
こ

えるのは、何本目の直線をひいたときですか。
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5　�　図のように AB ＝ 5 cm，AC ＝ 5 cm，BC ＝ 6 cm の二等辺三角形 ABC と、AD ＝ 8 cm 
となる点 D があります。この三角形の外側に点 A を中心とし半径を AD とする円をかき
ます。円周上を一定の速さで動く点 P が点 D から時計回りに 1周します。このとき、 
３ 点 P，B，C を結んで図形をつくり、その面積の変化の様子をグラフで表したものとし
て、最も適するものを次の（ア）〜（カ）のグラフの中から 1つ選び、記号で答えなさい。

A

B C

D
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（ア）

時間 時間

面積
（cm2）

面積
（cm2）

時間 時間

面積
（cm2）

面積
（cm2）

時間 時間

面積
（cm2）

面積
（cm2）

36

24

12

0 0

0 0

0 0

（イ）

36

24

12

（ウ）

36

24

12

（エ）

36

24

12

（オ）

36

24

12

（カ）

36

24

12



─ 11 ─

6　�　塵
じんこうき

劫記は江戸時代の和算のいろいろな計算方法を載
の

せた書物です。その塵劫記には、次
のような『油分け算』という計算問題が出題されています。

　　＜問題＞
　　　斗

と

桶
おけ

に油が 1斗ある。これ二人で分けるのだが、
　　 7升

しょう

ますと 3升ますしかない。
　　　この二つだけで、 5升ずつ等分してほしい。

　　�　斗や升は、日本で古くから使われてきた体積を表す単位です。また、桶とますは入れ物
のことです。

　　�　 １ 斗は 10 升を表します。 5升ずつ等分する最小手数は 9 回です。 1 斗桶を A、 7 升ま
すを B、 3升ますを C とするとき、どの入れ物からどの入れ物へ油を移動するか、解

かいとうらん

答欄
の表に A，B，C をそれぞれ記入しなさい。ただし、入れ物から入れ物へ油を移動すると
き、移動前の入れ物が空になるか、移動後の入れ物がいっぱいになるまで油を移動するも
のとします。

A

１斗桶

B
7升
ます

C
3 升
ます

回 1 2 3 4 5 6 7 8 9

何から

何へ
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7　�　次のはじめさんとみどりさんの会話を読み、 ア  〜  サ  にあてはまる数字、記号、
言葉のいずれかを解答欄に記入しなさい。

　　はじめ　「�学校で 1から順に奇数をたしていくと、次々と平方数が現れるということを習っ
たよ。」

　　みどり　「�平方数は １× １， ２× ２， ３× ３のように同じ整数を 2つかけた数のことだね。」
　　はじめ　「そうそう。
　　　　　　　 １  自身は １× １
　　　　　　　 １  ＋ ３ は ４ で ２ × ２
　　　　　　　 １  ＋ ３ ＋ ５ は ９ で ３ × ３
　　　　　　　 １  ＋ ３ ＋ ５ ＋ ７ は 16 で ４ × ４
　　　　　　 のようになるんだ。」
　　みどり　「ピタゴラスの時代の人たちは●を使って

　　　　　　　  

1 は

1＋3 は

1＋3＋5 は

1＋3＋5＋7は

　　　　　　 �のように表して、平方数のことを四角数と呼んだということだよ。そういえば
今年は 2025 年で 2025 は平方数だね。 1 から順に奇数をたしていくとき、最後
にたす奇数がいくつなら 2025 になるかな。」

　　はじめ　「 １＋ ３＋ ５＋ … ＋  ア  ＝ 2025

　　　　　　 ということだね。図を思い浮
う

かべると、最後にたす奇数は  ア  だね。」
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　　みどり　「�では、n を整数として 1辺に n 個の●が並んだ四角数 n × n を考えるとき、最
後にたす奇数を文字 n で表したらどうなるかな。次の図をヒントにしてみて。

n個

n個

………

………

…
…
…

…
…
…

　　はじめ　「 n ＋ n − １ ということかな。」
　　みどり　「�その通り。n ＋ n は 2 × n とも表せるので、n 番目の奇数は ２× n − １ と表せ

る、ということね。」
　　はじめ　「なるほど、四角数 n × n は、 １ ＋ ３＋ ５＋ … ＋（ 2× n − １ ） ＝ n × n 
　　　　　　 ということだね。」
　　みどり　「三角数というのもあるのよ。」
　　はじめ　「調べてみるよ。

は 1

は 1＋2で 3

は 1＋2＋3で 6

は 1＋2＋3＋4で 10

　　　　　　 だから、1，３ ，６，10 などを三角数と呼ぶんだね。」
　　みどり　「最後にたす整数を m とするとき、
　　　　　　　　　 １＋ ２＋ ３＋ … ＋ m　…あ
　　　　　　 で表される数を m 番目の三角数というのよ。」
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　　はじめ　「�あの計算は以前やったことがあるよ。最後にたす整数の １つ手前は m − １ ， ２
つ手前は m − 2 のようになるから筆算で

　　   １ 　 ＋　   ２ 　 ＋　   ３ 　 ＋
＋）　m　  ＋（ m − １ ）＋（ m − ２ ）＋

……
……

＋（ m − ２ ）＋（ m − １ ）＋       m 
＋　   ３ 　 ＋　   ２ 　 ＋　   １

（ m ＋ １ ）＋（ m ＋ １ ）＋（ m ＋ １ ）＋ …… ＋（ m ＋ １ ）＋（ m ＋ １ ）＋（ m ＋ １ ）

　　　　　　 のようにして求めたね。」
　　みどり　「●で表すと

…（A）

……

…
…

1 個

m個

m個

　　　　　　 という四角形内の●の個数を求めるために

……

……

…
…

…
…

1 個

1 個

m個

m個

m個

m個

　　　　　　 のようにして考える、ということだよ。」
　　はじめ　「そうか。すると（A）の●の個数は
　　　　　　　　（  イ  ）× m ÷ ２
　　　　　　 となるね。だから

　　　　　　　　 １＋ ２＋ ３＋ … ＋ m ＝ 
（  イ  ） × m

2
 　…（B）



─ 16 ─

　　　　　　 だね。台形の面積の求め方と同じなんだね。」
　　みどり　「�そういうことだね。せっかく求めたから、具体的な数で計算してみようか。 ２

つ問題を出すよ。
　　　　　　　　①　 １＋ ２＋ ３＋ … ＋ 2001　を計算しなさい。
　　　　　　　　②　99 ＋ 100 ＋ 101 ＋ … ＋ 999　を計算しなさい。」
　　はじめ　「①は  ウ  、②は  エ  だね。」
　　みどり　「�昔の人たちは三角数や四角数について興味深い性質を見つけてきたの。特に四

角数については不思議な性質が多いの。」
　　はじめ　「どんなことがあるのかな。」
　　みどり　「例えば、四角数の逆数をずっとたしていくと、円周率が関係した数になるとか。」
　　はじめ　「円周率って、円の  オ  に対する  カ  の長さの  キ  のこと？」
　　みどり　「そう。

　　　　　　　　
1

１ × １
 ＋ 

1
2 × 2

 ＋ 
1

3 × 3
 ＋ ……

　　　　　　 �のようにずっと四角数の逆数をたしていくと 1.644934 … のようになるのだけれ
ど、これは円周率を 2回かけて 6でわった値だということをオイラーという数
学者が突き止めたのよ。」

　　はじめ　「へえ、四角数と円周率が関係しているなんて不思議だね。」
　　みどり　「�不思議だとか意外だとか思う人間の感性が数学を発展させてきたんだよ。オイ

ラーが突き止めたことは今は難しすぎるから、奇数の四角数に関連することを考
えてみましょうか。奇数の四角数から １をひいた数を小さい順に求めてごらん。」

　　はじめ　「 １× １− １＝ ０，
　　　　　　 ３  × ３ − １ ＝ ８ ，
　　　　　　 ５  × ５ − １ ＝２４，
　　　　　　 ７  × ７ − １ ＝４８，
　　　　　　 ９  × ９ − １ ＝８０
　　　　　　 みどりさんの意図がわかったよ。計算すると必ず ８の倍数になるんだね。」
　　みどり　「�そう。でもまだその理由はわかっていないよね。どうして必ず ８の倍数になるか、

●を使って考えてごらん。 ５× ５− １と ７× ７− １だとどうなるかな。」



─ 17 ─

　　はじめ　「

　　　　　　 それぞれの図から●を １つ消せばいいね。真ん中がよさそうかな。」
　　みどり　「そうね。ではそのやり方で考えてごらんなさい。」
　　はじめ　「ちょっと線も入れてみるよ。

　　　　　　 �なるほど。左の図も右の図も同じ個数の●が入った長方形が 4つできて、 １つ
の長方形に含まれる●の個数は偶数になっているから、●の数の合計は 8 の倍
数になるね。」

　　みどり　「�はじめさんが言ったことを文
字を使って考えてみましょう。
奇数の四角数は縦にも横にも
奇数個の●が並ぶから、その個
数を ２×ℓ− １としましょう。
ℓが 1だと図がかけないから、
ℓは 2以上の整数を表すとす
るよ。右の図のように、長方形
の長い方に  ク  個、短い方
に  ケ  個の●が並ぶね。」

（2×ℓ－1）個

… …

……… …
…………

…

…

…

…

…

…

ク 個

ケ 個
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　　はじめ　「同じ個数の●が入った長方形が 4つできて、その中に入っている●の個数は
　　　　　　　　 ク  ×（  ケ  ） 個
　　　　　　 となるね。だから
　　　　　　　　（ ２×ℓ− １）×（ ２×ℓ− １）− １＝ 4×  ク  ×（  ケ  ）
　　　　　　 ということだね。」
　　みどり　「�そういうこと。あとは  ク  ×（  ケ  ）、つまり図だと、同じ個数の●が入っ

た長方形に含まれる●の個数が偶数
（★）

になれば奇数の四角数から 1 をひいた数
が ８の倍数だといえるね。」

　　はじめ　「�（★）になる理由は  ク  ×（  ケ  ）が（  コ  ）番目の三角数を 2倍した数だ
からだね。」

　　みどり　「�そうね。三角数は整数だからその 2倍は偶数というわけだね。その他にも 
ク  と  ケ  の差を考えると  ク  ×（  ケ  ）が偶数だと言えるよ。わか

るかな。」
　　はじめ　「�  ク  と  ケ  は  サ  が偶数だからだね。なるほど、文字を使った式の形

をかえるといろいろなことが読み取れるんだね。文字って便利だね。」



東京農業大学第一高等学校中等部

令和 7年度　第 3回 入学試験（ 2月 2日実施）算数　解答用紙

受験番号 氏　　　名

↓ここにシールを貼
は

ってください↓

2502PM11

1 （1） （2） （3） （4）

ア： イ：

2 （1） （2） （3）
① ② 電車の長さ 秒速

個 円 m m
（4）

① ②

人 人以上 人以下

4 （1） （2）

個 本目

（1） （2）
① ②

°

角形 cm3

3

5

6 回 1 2 3 4 5 6 7 8 9

何から

何へ

7 ア イ ウ エ オ

カ キ ク ケ コ

サ



［注意事項］

１ ．試験開始の合図があるまで、この問題用紙は開かないでください。
２．試験開始後、解答用紙にシールを貼

は

ってください。
３．解答は、すべて解答用紙に記入してください。
４．解答は鉛

えん

筆
ぴつ

などで濃
こ

く記入してください。
５．‌�問題は 1ページ〜 20 ページの合計 20 ページあります。ページが抜

ぬ

けて
いたら、すみやかに手を挙

あ

げ、監
かん

督
とく

の先生に申し出てください。

東京農業大学第一高等学校中等部

令和 7年度　入学試験（ 2月 2日実施）

理　科
［40分］

第 3 回
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1 　メタンは液化天然ガス、プロパンは液化石油ガスとも呼ばれ、どちらも（　Ｘ　）の一種で
す。（Ｘ）とは、何百万年も昔の植物や動物の死

しがい

骸が地層の中に埋
う

まり、熱や圧力によって長
い時間をかけ、燃料になったもののことです。（Ｘ）の燃焼により大気中には二酸化炭素が放
出されます。二酸化炭素は、（　Ｙ　）ガスと呼ばれ、地球温暖化の原因物質の １つと考えら
れています。

問 １　文中の空
くう

欄
らん

に適する語句を、それぞれ漢字で答えなさい。

	 　メタンとプロパンを、酸素の量を変えて燃焼させました。生じた二酸化炭素や水（液体）、発
生した熱量の結果は、表 1と表 2のとおりです。

表 1
メタン
体積〔mL〕

酸素
体積〔mL〕

二酸化炭素
体積〔mL〕

水
重さ〔mg〕

熱
熱量〔cal〕

実験A   25   25 12.5   18 105
実験B   25   50    25   36 210
実験C   25   75    25   36 210
実験D 100   50    25   36 210
実験E 100 200 ア イ 840
実験F 100 400 ウ 144 840

問 ２　表 1のイ、ウに適する値を、それぞれ答えなさい。

問 3　表 １の実験Ｃにおいて、メタン、酸素のうちどちらが反応後に残っていますか。気体
の名まえを答えなさい。また、その気体の体積は何mLであるかを答えなさい。

表 2
プロパン
体積〔mL〕

酸素
体積〔mL〕

二酸化炭素
体積〔mL〕

水
重さ〔mg〕

熱
熱量〔cal〕

実験G   25   25   15 14.4   106
実験H   25 100   60 57.6   424
実験I   25 200   75 72.0   530
実験J 100   50   30 28.8 エ
実験K 100 400 240 オ 1696
実験L 100 800 カ キ ク
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問 4　表 2のエ、オ、カに適する値を、それぞれ答えなさい。

問 5　250mLの酸素を用意して、プロパンの量を 0 mLから120mLまで変化させて、完全燃焼
させました。反応したプロパンの体積〔mL〕を横

よこ

軸
じく

に、生じた二酸化炭素の体積〔mL〕を
縦
たて

軸
じく

にとり、その関係をグラフで表しなさい。

プロパンの体積〔mL〕

200 40 60 80 100

140

120

100

80

60

40

20

生
じ
た
二
酸
化
炭
素
の
体
積

〔mL〕

問 6　表 ２の実験Ｈにおいて、プロパン、酸素のうち完全に反応したのはどちらですか。気
体の名まえを答えなさい。また、反応後にあるすべての気体の体積は何mLであるかを
答えなさい。

問 ７　同じ体積のメタンとプロパンをそれぞれ完全燃焼させました。

（ 1）　生じた二酸化炭素の体積の比を、最も簡単な整数比で答えなさい。

（ 2）　発生した熱量の比を、最も簡単な整数比で答えなさい。

問 ８　20mLのプロパンを完全燃焼するのに必要な空気は、何mLか答えなさい。なお、空気
中の酸素の存在割合は20％とします。
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【実験Ｍ】
	 　メタンとプロパンの混合気体を100mL用意し、この混合気体を完全燃焼させたところ、二
酸化炭素が180mL生じ、1352calの熱が発生しました。

問 ９　混合気体中のメタンとプロパンの体積の割合を、最も簡単な整数比で答えなさい。

問10　実験Ｍにおいて、生じた水の重さは、全体で何mgか答えなさい。
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２ 　植物の根から吸い上げられた水がどのように移動するかを調べるために、日のよくあたる
風通しのよいところで、次の観察を行いました。
	 　図 1のように、赤インクで着色した水を入れた三角フラスコにホウセンカを差し入れまし
た。数時間置いた後に、根と茎

くき

の断面を観察したところ、赤く染まった部分が観察されました。

図 １

問 １　ホウセンカに見られる太い根と細い根は、双子葉植物にみられる特
とく

徴
ちょう

の一つです。こ
の太い根と細い根をそれぞれ何と言いますか。

問 ２　双子葉植物を次のア～オからすべて選び、記号で答えなさい。

ア．スギナ　　　イ．ツツジ　　　ウ．マツ　　　エ．イネ　　　オ．アブラナ

問 ３　ホウセンカの根と茎の断面図として適切なものを次のア～オからそれぞれ選び、記号
で答えなさい。ただし、図中の黒い部分は赤インクで染まった部分とします。

ア イ ウ エ オ

問 ４　この観察において赤インクで染まった部分は、何と呼ばれる管ですか。



─ 5 ─

	 　植物は光合成によって、栄養分であるデンプンを生産しており、光の強さの影響を受けます。
	 　ある植物Ｘの葉を 1枚とり、温度を25℃に保ちながらさまざまな強さの光をあてて光合成
によるデンプンの生産量を調べました。次の図 2はその結果をグラフに表したもので、横軸
には実験時の葉表面の光の強さ〔ルクス〕を、縦軸には葉の面積100cm2、1 時間あたりのデン
プンの生産量〔mg〕をとっています。

 

光の強さ〔ルクス〕

光合成によるデンプンの生産量〔mg〕

成長に
使われる量

生きるために
最低限必要な量

10000

10

8

6

4

2

0
0 20000 30000

図 2

問 ５　光合成のしくみや図 2について述べた次の文章の空欄に入る適切な語句や数値を、そ
れぞれ答えなさい。

	 　植物は、根から吸収した（　①　）と葉の気孔から取り入れた（　②　）を使って光合成
を行い、デンプンを生産します。

	 　図 2から植物Ｘが生きるために最低限必要なデンプンの量は葉の面積100cm2、 
１ 時間あたり（　③　）mgと読み取れます。この量のデンプンを植物Ｘが光合成により生
産するには、葉の面積100cm2に １ 時間あたり（　④　）ルクスの光の強さが必要だとわか
ります。
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問 ６　図 2において、光合成によるデンプンの生産量が4.8mgのときの光の強さは何ルクス
か求めなさい。

問 7　図 2において、面積が300cm2の植物Ｘの葉に、12000ルクスの強さの光を 2時間あて
たときの光合成によるデンプンの生産量は何mgか求めなさい。
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	 　次の図 3は、植物Ｘとは別の種類の植物Ｙについて、光の強さとデンプンの生産量の関係
を調べて作成したグラフです。ただし、測定の方法や条件は図 ２を作成した実験と同様であっ
たとします。また、図 ３中には、植物Ｘのグラフも示してあります。ただし、図 ３において、
植物Ｙが生きるために必要な最低限のデンプンの量は、葉の面積100cm2、１ 時間あたり 2 mg
とします。

　　　　　光合成によるデンプンの生産量〔mg〕

植物X

植物Y

 

光の強さ〔ルクス〕

10000

10

8

6

4

2

0
0 20000 30000

図 3

問 8　図 ３のグラフについて述べた次の文章の空欄に入る適切な語句や数値を、後の選
せん

択
たく

肢
し

からそれぞれ選び、記号で答えなさい。ただし、同じ選択肢を繰り返し選んでもよいも
のとします。

	 　2500ルクスの光の強さでは、植物Ｘは生きるために必要な最低限のデンプンの量を生
産（　①　）と考えられます。同様の光の強さで、植物Ｙは生きるために必要な最低限の
デンプンの量を生産（　②　）と考えられます。また、光の強さが2５００ルクスでは、成長
に使われる量のデンプンは、植物Ｘでは生産（　③　）と考えられ、植物Ｙでは生産
（　④　）と考えられます。

	 　１００００ルクスの光の強さでは、植物Ｘと植物Ｙの成長に使われるデンプンの量を比べる
と（　⑤　）と考えられます。また、植物Ｙが最低限生育するのに必要な光の強さは、植
物Ｘが最低限生育するのに必要な光の強さに対して、葉の面積１００cm２、 １ 時間あたり
（　⑥　）程度と考えられます。したがって、光があまりあたらない場所でも生育できる
可能性が高いのは植物（　⑦　）の方と考えられます。
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【選択肢】
ア．できる　　　　　　　　イ．できない　　　　　　　ウ．同じである
エ．植物Ｘの方が多い　　　オ．植物Ｙの方が多い　　　カ．０.２５倍
キ．０.７５倍　　　　　　　　 ク．１.２５倍　　　　　　　　 ケ．Ｘ
コ．Ｙ
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3 　地球の自転による太陽の 1日の動きを観察するため、図 1のように竹ひごが地
ち

球
きゅう

儀
ぎ

の中心
を向くように固定したモデルをつくりました。地球儀と水平になるように置いた電球を太陽
にみたてて、図 2のように地球儀に光をあてて、竹ひごの影

かげ

がどのようにできるかを調べま
した。同様の実験を図 3の地点①～⑩についても行いました。ただし、図 3中の緯

い

線
せん

と経線
は15°ずつ描かれているものとし、地点⑤を通る点線は北緯35°を示すものとします。

吸盤

竹ひごが地球儀の
中心を向くように
とめる

図 １

太陽光線

電球（太陽）

図 2

①①

Y
X

②②③③
④④

⑤⑤
⑥⑥

⑦⑦

⑧⑧

⑨⑨

地軸

赤道

⑩⑩

図 3
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問 １　図 1、 2の方法で観察される地球の自転による太陽の 1日の動きを何といいますか。

問 ２　図 3において、地球の自転の向きは図中のＸ、Ｙのどちらですか。

問 ３　日本の標準時は兵庫県明石市を通る経線を基準にしています。この経線の経度（東経）
を答えなさい。

問 ４　地点①～⑩の中で、一年のうち太陽が天頂（観察者の真上）にくることがある地点をす
べて選び、番号で答えなさい。

問 ５　地点①～⑩の中で、一年のうち太陽が 1日中地平線（または水平線）より高く上がらな
いことがある地点をすべて選び、番号で答えなさい。

問 ６　地点⑤で太陽が南中したときに、地点④、⑤、⑨で観察される竹ひごの影として最も
適当なものを、ア〜キからそれぞれ選び、記号で答えなさい。

ア

イ

ウ

エ オ

カ キ
（西） （東）

問 ７　南中時刻について説明した次の文ア～エから誤っているものをすべて選び、記号で答
えなさい。

ア．東京では、太陽は明石市より前に南中し、鹿児島では明石市より後に南中する。
イ．南中時刻が地点によって違うのは、地球の自転によって太陽が見かけ上、東から西
へ移動するからである。

ウ．経度が 1°違うと南中時刻が15分ずれる。
エ．南中時刻は東の地点ほど早いが、日の出・日の入りの時刻は西の地点の方が早い。

問 ８　地点③で太陽が南中しました。地点⑤で太陽が南中するのは、その何時間後ですか。
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	 　太陽の南中高度は、季節によって変化します。図 4は、Ｐ点（北緯35°の地点）における夏至
の日の太陽の南中高度を求めるために作成した図です。ただし、線分RPは公転面を通る線分
TOと平行であるとします。

公転面

北極点

赤道

地軸

S
U

T

P

O

R
Q

太
陽
の
光

23.4°

図 4

問 9　次の文章は、夏至の日の太陽の南中高度を求めるための考え方を説明したものです。文
章中の空欄に入る語句や数値を後の選択肢からそれぞれ選び、記号で答えなさい。

　図 ４のＰ点において太陽の南中高度は（　①　）で表されます。∠TOU＝（　②　）°
であるから、∠POT＝（　③　）°－（　②　）°＝（　④　）°となる。ここで、線分RP
と線分TOは平行であるから、∠QPR＝∠POT＝（　④　）°である。よって、太陽の
南中高度は（　⑤　）°－（　④　）°＝（　⑥　）°となる。

【選択肢】
ア．∠QPR　　　イ．∠RPS　　　ウ．∠POU　　　エ．11.6　　　オ．23.4
カ．31.6　　　　 キ．35　　　　　ク．45　　　　　ケ．55　　　   コ．66.6
サ．78.4　　　　 シ．90
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問10　次のア～オで示した図 4中のいくつかの角度について、夏至の日から秋分の日にかけ
てその角度が大きくなるものをすべて選び、記号で答えなさい。

ア．∠QPR　　　イ．∠RPS　　　ウ．∠TOU　　　エ．∠POU　　　オ．∠POT

問11　問 9の南中高度を求めるための考え方を参考に、図 3中のいくつかの地点について太
陽が最も高くなるときの高度を求めました。表はその結果を示したものです。表中の空
欄㋐～㋒に入る高度をそれぞれ求めなさい。

表　各地点の太陽が最も高くなるときの高度

地点 夏至の日
（ ６月22日ごろ）

冬至の日
（12月22日ごろ）

春分の日
（ 3月21日ごろ）

地点② 53.4°   6.6° ㋐
地点④ ㋑ 55°
地点⑨ ㋒ 83.4°
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4 　農子さんは勉強をしている最中に、影について疑問をもち、先生に聞いてみることにしま
した。

	 農子：�先生、影を観察していたら影には濃
こ

い部分と薄
うす

い部分がある場合があることに気づき
ました。これはなぜですか。

	 先生：�影ができるのには、光の性質が関わっています。光の性質についてはこの前の授業で
学びましたね。どのような性質があったか覚えていますか？

	 農子：光の屈折や光の反射について学びました。

問 １　「光の反射」「光の屈折」以外の光の性質を 1つ答えなさい。

	 先生：�ところで、影の濃い部分と薄い部分があることに気づいたそうですが、それぞれに名
前があることを知っていますか。

	 農子：どのような名前ですか。
	 先生：影の濃い部分は本

ほん

影
えい

、薄い部分は Ａ と呼ばれています。
	 農子：本影と Ａ のでき方にはどのような違いがあるのですか。
	 先生：�どのような影ができるかは、光源の種類や、光源と物体の距離、物体から影ができる

位置までの距離など、いろいろな要素で決まります。
	 　　　�例えば、昼間に外を歩いていると自分の影が地面にできますよね。このとき、図 1の

ように太陽光が自分の体でさえぎられたところに影ができます。この影には濃い部分
と薄い部分がありますか。

	 農子：いいえ、濃い部分だけです。
	 先生：そうですよね。では、写真 1を見てください。

太陽光

影の範囲

図 １ 写真 1（引用：気象庁）



─ 14 ─

	 先生：�写真 1は1988年 3 月18日の皆既日食のときに、人工衛星ひまわり 3号が撮影したもの
です。点線の枠の中を見てください。点線の枠には太陽光が月によってさえぎられた
ところに、月の影ができています。影の濃いところと薄いところがありませんか？

	 農子：�たしかに、影の濃いところと薄いところがありますね。皆既日食についての学習で、影
の濃い場所から太陽を観察すると皆既日食が観察できて、影の薄い場所から太陽を観
察すると Ｂ 日食が観察できることを学びました。

問 2　文中の Ａ に当てはまる名まえとして正しいものを次のア～ウから選び、記号で
答えなさい。

ア．半影　　　イ．薄影　　　ウ．虚影

問 3　文中の Ｂ に当てはまる言葉を答えなさい。

	 先生：�光源が同じでも、影の濃い部分だけができる場合と、濃い部分と薄い部分の両方がで
きる場合があります。

	 農子：�今の例のように光源と物体、物体と影との距離を考えた場合に、光源と物体との距離
よりも物体と影との距離がとても近い場合は、濃い影だけが観察できると言えそうで
すね。

問 4　農子さんは、図 2のようにして、机にできる鉛
えん

筆
ぴつ

の影の様
子を観察しました。鉛筆を机から電球に向かって、真っすぐ
に近づけていったときの影の変化を表す組み合わせとして、
最も正しいものを表のア～エから選び、記号で答えなさい。

影の大きさ 影の輪
りん

郭
かく

ア 大きくなる はっきりする
イ 大きくなる ぼやける
ウ 小さくなる はっきりする
エ 小さくなる ぼやける

机

図 ２
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	 先生：�次に、太陽光による影の場合について、影の濃い部分と薄い部分ができる仕組みを、地
球にできる月の影を例に考えてみましょう。図 3のように光源のどこからも光があた
らないところの影は濃くなり、光源の一部の光があたるところの影は薄くなるのです。

太陽 地球

本影

月

影の薄いところ
図 ３

	 農子：濃い影と薄い影の両方ができる場合について、実際に実験をしてみても良いですか。
	 先生：良いですよ。やってみましょう。
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	【実験】�自分の頭に懐中電灯（ヘッドライト）を取り付け、図 4のように、自分の身長と同じく
らいの長さの棒に光をあて、そのときにできる影を観察します。

棒

図 4

棒

図 5（図 ４を真上から見た図）

問 5　この実験において、棒を真上から見たときに地面にできる影はどのようになると考え
られますか。最も適当なものを次のア～カから選び、記号で答えなさい。ただし、図の
黒色の部分は影の濃いところを、灰色の部分は影の薄いところを表しています。

 ア． （棒に近いほどはっきり、離れるほどぼやけて見える）
はな

棒

ウ． （棒に近いほどはっきり、離れるほどぼやけて見える）棒

オ． （棒に近いほどはっきり、離れるほどぼやけて見える）棒

カ． （棒に近いほどぼやけて、離れるほどはっきり見える）棒

エ． （棒に近いほどぼやけて、離れるほどはっきり見える）棒

イ． （棒に近いほどぼやけて、離れるほどはっきり見える）棒
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	 先生：�それでは、太陽光によってできる影について考えてみましょう。図 1で説明した通り、
太陽光が物体にさえぎられたことで地面にできる影は、物体が地球上の物体である場
合、濃い影のみになります。図 1では地面に立っている人の影を考えましたが、今度
は低空飛行するヘリコプターのような、空中にあるものの影を考えたいと思います。こ
こでは月の影と違い、濃い影のみが観察できるものとします。まずは図 6のような円
板を地面に対して平行に置いたときにできる影について考えます。

図 6
A B

円板

太陽光

図 7

	 先生：�図 7 のときにできる影を、影の真上から観察すると、円板とほとんど同じ大きさ、同
じ形の影を観察することができました。では、その影を円板から観察すると、どのよ
うに見えるでしょうか？

	 農子：�遠くにあるものほど小さく見えるので、図 8
のように見えるはずです。

	 先生：�その通りです。例えば、真っすぐな道路を見
てみると、奥ほど狭

せま

く見えますよね。この見
え方と同じように、影を観察したときにも、自
分よりも遠くの影が小さくなって見えるので
す。では具体的に、ヘリコプターの影につい
て考えてみましょう。晴れた日に低空飛行す
るヘリコプターの影の、ある瞬

しゅん

間
かん

の様子を撮
さつ

影
えい

することで太陽光による影を観察する
とします。ヘリコプターの形は、真上から見ると図 9のようになっています。太陽光
がヘリコプターの真上から差しているとき、ヘリコプターの影を影の真上から観察す
ると、図10の形の影を撮影することができました。この影の大きさは、ヘリコプター
の大きさとほとんど同じでした。次に、図11のように太陽光がヘリコプターの真横の
ななめ上空からさしているときの、ヘリコプターの影を撮影します。図11はヘリコプ
ターを後ろからみたときの様子を表した図です。

A側 B側

図 8
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前

後ろ
図 9 図10

ヘリコプター

太陽光

図11

問 6　図11で、農子さんがヘリコプターの影を、影の真上から撮影したときに写った影の形
として最も適当なものを次のア～ケから選び、記号で答えなさい。

ケクキ

エ オ カ

ウイア
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問 7　図11でできた影を、ヘリコプターから撮影したときに写った影の形として最も適当な
ものを問 6の選択肢ア～ケから選び、記号で答えなさい。

	 農子：影のことがだいぶ分かってきました。
	 先生：�図12のようにヘリコプターの影が建物の壁

かべ

と屋
上にまたがってできたという状況を考えてみた
いと思います。ただし、このときの太陽はヘリ
コプターの後ろななめ45°の方向にあるものと
します。ヘリコプターのある瞬間の影を壁の正
面から撮影したとします。

	 　　　�　太陽の高度が45°だったとき、壁にできた影の
ある瞬間を正面から撮影すると図13のような形
の影を撮影することができました。では、太陽
の高度によって影の形は変化するでしょうか。

図13

太陽光

建物
こちら側から
撮影した

図14

太陽光

建物
こちら側から
撮影した

図12
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問 8　図14のように、太陽の高度がさらに高くなったとき、ヘリコプターに対して太陽光が
届くと、壁にできた影のある瞬間を壁の正面から撮影するとどのように写りますか。最
も適当なものを次のア～オから選び、記号で答えなさい。

	

ア イ

ウ エ オ

問 9　図12でできた影を、ヘリコプターから撮影するとどのように写りますか。最も適当な
ものを次のア～オから選び、記号で答えなさい。なお、図中の破線は壁と屋上の境目を
表しています。

	

ア イ

エ オ

ウ

屋上

壁
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一	
次
の
①
～
④
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
、
⑤
～
⑧
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を

漢
字
で
答
え
な
さ
い
。
ま
た
、
送
り
仮
名
が
必
要
な
場
合
は
送
り
仮
名
を
付
し
な
さ
い
。

①　

駅
に
隣
接
す
る
コ
ン
ビ
ニ
で
お
昼
ご
飯
を
買
う
。

②　

趣
の
あ
る
日
本
庭
園
を
見
な
が
ら
休
息
を
と
る
。

③　

朝
の
六
時
に
起
床
し
て
散
歩
に
で
か
け
る
。

④　

幾
重
に
も
重
な
っ
た
雲
が
美
し
い
。

⑤　

タ
ン
セ
イ
こ
め
て
作
っ
た
作
品
が
こ
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

⑥　

ゼ
ン
ト
有
望
な
若
者
が
い
て
未
来
が
明
る
い
。

⑦　

政
策
に
失
敗
し
て
国
民
か
ら
ヒ
ナ
ン
を
浴
び
る
。

⑧　

古
い
橋
は
く
ず
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
て
ア
ブ
ナ
イ
。

二	

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。（
な
お
設
問
の
都
合
上
、
本
文
の
一
部
に
手
を
加

え
て
あ
り
ま
す
。）

　

わ
た
し
た
ち
は
、
た
と
え
ば
音
楽
を
聞
い
た
と
き
、
絵
画
を
見
た
と
き
、
あ
る
い
は
、
あ
る
風
景
に
出
合
っ

た
と
き
、
あ
る
い
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
を
観
戦
し
た
と
き
、
そ
の
姿
と
音
に
心
を
震
わ
せ
、
大
い
に
心
が
動

か
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
動
物
の
仕
草
に
癒い

や

さ
れ
、
あ
る
い
は
文
学
作
品
や
演
劇
の
舞
台
に
、
強
い
印
象
を
受

け
る
。
こ
れ
ら
は
一
般
的
に
善よ

い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
宣
伝
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
安
心

し
て
ほ
か
の
多
く
の
人
々
と
一
緒
に
、
自
分
の
心
が
そ
の
印
象
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
ま
ま
に
、
そ
の
感
動
を

経
験
す
る
。
じ
っ
さ
い
、
映
像
に
圧
倒
さ
れ
る
経
験
を
も
つ
と
き
、
わ
た
し
た
ち
は
自
分
の
心
が
一
時
的
に
そ

の
映
像
に
心
が
す
っ
か
り
占
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
多
く
の
メ
デ
ィ
ア

が
、
そ
の
喜
び
を
人
々
に
伝
え
る
。

　

一
方
、
日
常
、
耳
に
す
る
だ
け
の
「
こ
と
ば
」
に
な
る
と
、
わ
た
し
た
ち
は
あ
ま
り
気
に
せ
ず
に
聞
い
て
い

る
。
し
か
し
、
１

視
覚
を
刺
激
す
る
た
ん
な
る
事
物
で
あ
っ
て
も
、
人
が
そ
れ
に
注
目
す
る
の
は「
こ
と
ば
」に

よ
る
「
名
付
け
」
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
タ
ン
ポ
ポ
を
見
た
と
き
、
そ
の
名
を
知
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
わ
た
し
た
ち
は
そ
の
姿
を
心
に
あ
ざ
や
か
に
印
象
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
名
を
知
ら
な
い
鳥
の

姿
を
と
ら
え
た
と
き
、
そ
の
姿
は
明
確
に
印
象
付
け
ら
れ
な
い
。
じ
っ
さ
い
一
般
的
に
感
覚
像
の
認
識
は
、
そ

の
名
前
を
知
る
こ
と
で
は
じ
め
て
し
っ
か
り
と
心
に
把
握
さ
れ
た
も
の
に
な
る
。
人
間
の
名
だ
け
で
は
な
く
、

植
物
の
名
も
、
鳥
の
名
も
、
知
ら
な
け
れ
ば
感
覚
像
は
ぼ
や
け
た
も
の
に
な
る
。
わ
た
し
た
ち
の
心
は
、
感
覚

刺
激
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
伴
う
「
こ
と
ば
」
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
る
。

　

わ
た
し
た
ち
は
「
こ
と
ば
」
が
わ
た
し
た
ち
の
認
識
に
及
ぼ
す
力
に
つ
い
て
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
「
こ
と
ば
」
の
発
言
者
が
ほ
か
の
人
で
あ
っ
た
と
き
、
ど
の
程
度
「
他
者
の
こ
と
ば
」
に
自
分
の
心

が
大
き
く
動
か
さ
れ
て
い
る
か
、
わ
た
し
た
ち
は
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　

自
分
が
対
象
事
物
の
名
前
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
に
見
え
て
く
る
世
界
が
翌
日
か
ら
異
な
る
よ
う
に
、
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↑
2/2

↑
2/4

↑
2/1午前

↑
2/1午後

わ
た
し
た
ち
は
他
者
の
発
言
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
「
こ
と
ば
」
に
、
い
っ
と
き
で
も
心
は
「
占
め
ら

れ
」、「
支
配
さ
れ
て
い
る
」。
人
は
、
音
楽
や
映
像
に
心
を
動
か
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
、

日
常
、
ふ
だ
ん
遣
い
の
「
こ
と
ば
」
に
、
じ
つ
は
大
い
に
動
か
さ
れ
て
い
る
。
音
楽
や
映
像
な
ら
、
心
は
外
か

ら
動
か
さ
れ
て
い
る
が
、
２

「
こ
と
ば
」
の
場
合
は
、
心
は
、
内
か
ら
動
か
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
こ
と

ば
」
は
、
自
分
の
心
が
「
そ
れ
に
よ
っ
て
」
動
い
て
い
る
、
あ
る
い
は
、「
そ
れ
に
合
わ
せ
て
」
心
が
生
ま
れ
、

心
が
維
持
さ
れ
、
心
が
育
つ
力
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
【　

中
略　

】

　

日
常
、
わ
た
し
た
ち
は
、「
他
者
の
こ
と
ば
」は
、
そ
れ
を
聞
い
て
、
そ
の
意
味
を
理
解
し
て
、
そ
れ
に
応
じ

て
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
無
意
識
の
う
ち
に
思
っ
て
い
る
。
ふ
だ
ん
、
だ
れ
か
が
口
を
開
け
ば
、
そ
れ

が
何
事
で
あ
れ
、「
聞
こ
う
」
と
す
る
の
は
、
そ
う
し
た
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
他
者

の
こ
と
ば
」
を
理
解
し
な
い
こ
と
は
、
そ
の
「
こ
と
ば
」
が
通
用
し
て
い
る
世
界
か
ら
「
自
分
自
身
を
切
り
離

す
こ
と
」
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
が
前
の
め
り
で
「
他
者
の
こ
と
ば
を
聞
こ
う
」
と
す
る
の

は
、
自
分
が
世
界
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
を
、
言
い
換
え
れ
ば
、
孤
独
に
な
る
こ
と
を
、
わ
た
し
た
ち
が
望

ん
で
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
は
、
自
分
が
聞
く
「
他
者
の
こ
と
ば
」
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
そ
の

他
者
が
属
し
て
い
る
共
同
世
界
に
、
自
分
も
ま
た
属
し
て
い
る
こ
と
を
、
そ
の
つ
ど
、
無
意
識
に
確
認
す
る
。

　

反
対
に
、
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
は
「
相
手
の
共
同
世
界
」
に
自
分
が
入
る
こ
と
が
で
き
て
い

な
い
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
３

そ
の
と
き
わ
た
し
た
ち
は
孤
独
を
感
じ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
た
し
た

ち
は
通
常
、「
相
手
の
こ
と
ば
」を
、
ま
ず
は
理
解
し
よ
う
と
し
て
聞
く
。
し
か
し
な
が
ら
他
者
の
言
う
こ
と
を

理
解
し
よ
う
と
し
て
聞
く
こ
と
は
、
相
手
の
こ
と
ば
が
意
味
す
る
そ
の
ま
ま
に
、
自
分
の
心
の
な
か
で
「
他
者

の
こ
と
ば
」
が
再
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
、
す
す
ん
で
許
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
わ
た
し
た
ち
の
心
は
、
ほ
ん

の
一
瞬
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
と
き
相
手
の
こ
と
ば
に
「
支
配
さ
れ
る
と
き
」
を
も
つ
。

　

な
ぜ
な
ら
、「
こ
と
ば
」
が
は
た
ら
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
わ
た
し
た
ち
の
「
理
性
」
の
は
た
ら
き
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
じ
っ
さ
い
、「
理
性
」
は
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
で
「
ロ
ゴ
ス
」
で
あ
り
、
同
じ
く
「
こ
と
ば
」
は
、

「
ロ
ゴ
ス
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
相
手
の
こ
と
ば
を
聞
き
取
っ
て
い
る
と
き
、
わ
た
し
た
ち
の
理

性
は
、
そ
の
「
相
手
の
こ
と
ば
」
に
よ
っ
て
「
相
手
の
理
性
と
同
じ
よ
う
に
」
再
構
成
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ

ば
、
わ
た
し
た
ち
の
理
性
は
そ
の
と
き
、
一
瞬
で
あ
っ
て
も
、「
他
者
の
こ
と
ば
（
理
性
）」
に
、
確
実
に
支
配

さ
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
映
像
以
上
に
、「
こ
と
ば
」
に
騙だ

ま

さ
れ
や
す
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
理
性

的
」
で
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
、「
こ
と
ば
」
を
大
事
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
だ
か
ら
、
理
性
的
で
あ
ろ
う
と
し

て
い
る
人
ほ
ど
、「
相
手
の
こ
と
ば
に
沿
っ
て
」
無
意
識
の
う
ち
に
考
え
よ
う
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
４

人
は

知
的
で
あ
る
ほ
ど
、
じ
つ
は
騙
さ
れ
や
す
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
と
ば
巧た

く

み
に
騙
さ
れ
た
人
を
笑
う
こ
と
は
、
む

し
ろ
理
性
的
で
あ
ろ
う
と
努
め
て
い
る
人
を
笑
う
こ
と
で
あ
る
。

　

一
方
、
他
者
が
自
分
の
こ
と
ば
を
語
っ
て
い
る
と
き
、
他
者
の
理
性
は
、
そ
の
人
物
が
語
っ
て
い
る
「
こ
と

ば
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
方
が
話
し
、
他
方
が
聞
い
て
い
る
と
き
、
一
方
は
他
方

の
理
性
の
「
こ
と
ば
」
と
、
同
じ
「
こ
と
ば
」
に
よ
っ
て
自
分
の
理
性
を
再
構
成
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
二

つ
の
理
性
は
、
一
方
の
発
言
さ
れ
た
「
こ
と
ば
」
に
お
い
て
「
協
働
」
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
こ
と
ば
」
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が
複
数
の
人
間
の
間
で
「
通
じ
る
」
こ
と
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、「
こ
と
ば
」
に
よ
っ
て
複
数
の
理
性
が
「
協

働
す
る
」
事
態
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
の
間
で
、
何
ら
か
の
協
力
が
可
能
に
な
る
。
人
類
は
、
か
つ
て
は
少
数
の
集
団

で
協
力
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
大
自
然
の
中
で
生
き
残
り
の
道
を
見
つ
け
て
き
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
集

団
で
同
じ
「
こ
と
ば
」
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
、
か

つ
て
人
類
が
生
き
残
り
の
た
め
に
必
要
と
し
た
「
こ
と
ば
」
は
、
文
明
が
発
展
し
た
今
で
も
、
わ
た
し
た
ち
が

他
者
と
の
「
協
力
体
制
」
を
築
こ
う
と
し
た
と
き
、
す
な
わ
ち
、
他
者
と
協
力
し
て
何
事
か
を
成
し
て
い
こ
う

と
す
る
と
き
、
そ
の
傾
向
を
強
力
に
維
持
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
た
し
た
ち
は
、
む
し
ろ
自
然
に
（
ほ
と

ん
ど
本
能
的
に
）「
他
者
の
こ
と
ば
」
に
、
自
分
の
理
性
の
再
構
成
を
ま
か
せ
て
し
ま
う
。

　

じ
っ
さ
い
、
５

わ
た
し
た
ち
は
他
者
の
こ
と
ば
に
促
さ
れ
て
、
明
ら
か
に
間
違
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
つ
い
言
わ
れ
る
ま
ま
に
行
動
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
警
察
が
ど
れ
だ
け
注
意
を
促
し
て
も「
こ
と
ば
」

だ
け
の
電
話
に
わ
た
し
た
ち
は
騙
さ
れ
て
し
ま
い
や
す
い
。
そ
れ
は
、「
こ
と
ば
」が
、
人
類
の
心
に
宿
し
て
い

る
「
協
働
の
た
め
の
一
致
」
と
い
う
原
初
的
な
力
に
よ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
他
者
の
こ
と
ば
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
「
こ
と
ば
」
は
、
自
分
の
理
性
（
判
断
力
）
を
、
い
っ
た
ん
は
構
成
す
る
。

　

そ
れ
は
幾い

く

分ぶ
ん

か
は
遺
伝
的
で
あ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
に
は
ま
る
で
無
抵
抗
で
あ
る
。
わ
た
し

た
ち
が
、
聞
い
た
「
こ
と
ば
」
の
内
容
に
疑
問
を
も
つ
、
あ
る
い
は
不
真
実
に
気
づ
く
、
と
い
う
こ
と
は
、
た

だ
、
自
分
の
な
か
で
、
今
ま
で
も
っ
て
い
た
「
こ
と
ば
」
と
の
齟そ

齬ご

が
感
じ
ら
れ
た
と
き
で
あ
り
、
そ
の
「
こ

と
ば
」
の
内
容
を
「
あ
ら
た
め
て
吟ぎ

ん
み味
す
る
」
こ
と
が
で
き
た
と
き
、
そ
の
と
き
だ
け
で
あ
っ
て
、
吟
味
で
き

な
け
れ
ば
、
自
分
の
理
性
が
受
け
取
っ
た
「
こ
と
ば
」
が
、
そ
の
ま
ま
自
分
の
理
性
の
「
真
理
」
と
な
る
。
す

な
わ
ち
、
そ
れ
が
真
実
だ
と
、
信
じ
て
し
ま
う
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
い
つ
も
わ
た
し
た
ち
は
、
自
分
の
理
性
の
判
断
で
、
他
者
に
言
わ
れ
た
通
り
に
考
え
、
疑
問
が

な
け
れ
ば
、
そ
の
通
り
に
行
動
す
る
の
で
あ
る
。
第
三
者
か
ら
見
れ
ば
、
夢
遊
病
者
の
よ
う
に
見
え
る
と
し
て

も
、
本
人
の
理
性
は
、
人
類
の
理
性
の
設
計
通
り
協
働
的
に
は
た
ら
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
き
わ
め
て
健
全

な
の
で
あ
る
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
建
設
に
際
し
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
巧
み
な
演
説
は
、「
こ
と
ば
」が
人
類
に
対

し
て
も
つ
本
質
的
な
は
た
ら
き
を
見
事
に
発
揮
し
た
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
そ
し
て
演
説
に
騙
さ
れ
た
ド
イ
ツ

人
は
、
無
知
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
生
真
面
目
に
協
働
的
で
理
性
的
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
た
、
と
見

ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、「
騙
さ
れ
る
」と
い
う
事
件
が
発
生
す
る
の
は
、
一
方
に
、
騙
す
人
間
が
居
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
別
の
見
方
を
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
事
例
が
示
し
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
「
こ
と
ば
」
が
、
わ

た
し
た
ち
が
行
動
を
判
断
す
る
う
え
で
、
決
定
的
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
じ
っ
さ
い
、

６

こ
と
ば
抜
き
に
、
臭
い
や
絵
や
音
楽
だ
け
で
、
人
を
騙
す
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

　

し
た
が
っ
て
、「
こ
と
ば
」は
、
だ
れ
が
発
声
す
る
も
の
で
あ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
正
し
い
か
正
し
く
な
い
か
は

別
と
し
て
、
そ
れ
を
聞
く
人
の
間
で
同
じ
「
理
性
」
を
構
成
し
、
同
じ
「
判
断
」
を
構
成
し
、
そ
れ
が
人
間
の

「
思
考
」
と
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
「
行
動
」
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
む
し
ろ
、
世
の
中
で
、「
学
問
」
と
か
「
科
学
」
と
か
「
知
識
」
と
か
「
真
理
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
が
特
別
に
必
要
と
さ
れ
、
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
人
が
、
そ
の
名
の
も
と
に
真
理
を
見
い
だ
し
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た
か
ら
で
は
な
く
、
反
対
に
、
人
を
騙
す
「
こ
と
ば
」
が
、
わ
た
し
た
ち
の
周
囲
に
頻ひ
ん

繁ぱ
ん

に
生
じ
た
か
ら
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
間
に
欺ぎ

瞞ま
ん

が
横
行
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
真
理

が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
と
ば
に
欺
瞞
が
生
じ
た
原
因
は
、
人
々
の
間
に
、「
協
力
」と
は
反
対
の

も
の
、
す
な
わ
ち
、「
争
い
」
が
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

人
は
集
団
生
活
を
は
じ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
人
で
は
抵
抗
で
き
な
か
っ
た
自
然
の
脅き

ょ
う
い威
に
対
し
て
有
効

に
対
処
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
人
の
集
団
が
小
規
模
な
も
の
か
ら
大
規
模
な
も
の
に
な
る
と
、
自

然
の
脅
威
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
よ
り
容
易
に
な
る
一
方
で
、
今
度
は
、
人
間
ど
う
し
の
争
い
に
勝
ち
残
る
こ

と
が
、
個
人
が
生
き
残
る
た
め
に
必
要
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
集
団
が
大
規
模
に
な
る
と
、
同
じ
社
会
の
中

に
見
ず
知
ら
ず
の
人
間
が
多
く
な
り
、
他
者
を
騙
す
こ
と
で
、
集
団
内
の
勝
ち
組
に
入
り
、
勝
ち
組
の
集
団
の

力
で
、
よ
り
容
易
に
、
よ
り
安
全
に
、
個
人
が
生
き
残
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

人
間
は
、
だ
れ
も
が
勝
ち
組
に
入
ろ
う
と
、
争
い
、
競
争
す
る
羽
目
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
理
由
で
集
団
（
社
会
）
の
な
か
に
「
人
を
騙
す
こ
と
ば
」
が
多
く
な
り
、
そ
れ
を
人
々
が
共
有

す
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
人
が
騙
さ
れ
、
人
は
「
迷
う
」
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人

の
理
性
は
「
欺
瞞
的
こ
と
ば
」
を
心
に
取
り
込
め
ば
取
り
込
む
ほ
ど
、「
正
し
く
考
え
る
」
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
、
不
安
に
な
り
、
迷
う
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
大
規
模
集
団
の
う
ち
で
勝
ち
組
と
な
っ
た
集
団
は
、
負

け
組
の
集
団
を
従
わ
せ
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
が
「
正
し
い
」
と
思
わ
せ
る
７

「
欺
瞞
的

こ
と
ば
」
を
繰
り
返
す
。
そ
れ
を
人
々
の
間
に
広
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
勝
ち
組
は
自
分
た
ち
に
都
合
の
よ
い

秩
序
を
平
和
的
に
集
団
の
う
ち
に
作
り
出
し
て
き
た
。

�

（
八
木　

雄
二
『
１
人
称
単
数
の
哲
学
』
に
よ
る
）
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問
一　

傍
線
部
１
「
視
覚
を
刺
激
す
る
た
ん
な
る
事
物
で
あ
っ
て
も
、
人
が
そ
れ
に
注
目
す
る
の
は
「
こ
と
ば
」

に
よ
る
「
名
付
け
」
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
そ
の
説
明

と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

名
付
け
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
単
な
る
「
視
覚
的
な
刺
激
」
と
し
て
流
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が

高
い
の
で
、
世
界
の
事
物
を
認
識
す
る
た
め
に
は
対
象
物
が
思
い
浮
か
ぶ
よ
う
な
名
前
を
付
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

イ　

人
は
見
た
も
の
す
べ
て
に
注
意
を
払
う
わ
け
で
は
な
く
、
見
た
こ
と
の
な
い
も
の
や
、
名
前
が

つ
い
て
い
な
い
も
の
に
は
注
意
が
向
か
な
い
上
に
、「
こ
と
ば
」で
名
付
け
ら
れ
て
も
名
前
を
通

じ
て
す
べ
て
を
認
識
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
。

ウ　

名
前
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
あ
い
ま
い
に
し
か
と
ら
え
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
が
、
名
づ
け
に

よ
っ
て
は
っ
き
り
と
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

エ　

言
語
に
よ
る
世
界
の
認
識
と
い
う
考
え
方
は
、
言
語
が
世
界
の
認
識
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
言
葉
を
通
し
て
物
事
に
意
味
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
私
た

ち
の
世
界
の
認
識
を
複
雑
化
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

オ　

抽
象
的
な
概
念
も
、
言
葉
に
よ
る
名
前
を
持
つ
こ
と
で
注
目
さ
れ
、
そ
れ
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
現
象
に
意
識
を
向
け
や
す
く
な
り
、
そ
の
上
、
以
前
か
ら
名
前
が
あ
っ
て
意
識
し
が
た

か
っ
た
現
象
も
い
つ
か
必
ず
注
目
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。
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問
二　

傍
線
部
２
「「
こ
と
ば
」
の
場
合
は
、
心
は
、
内
か
ら
動
か
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う

こ
と
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

ア　
「
こ
と
ば
」の
場
合
は
、
文
学
作
品
の
よ
う
に
人
の
心
に
直
接
刺
激
を
与
え
る
た
め
、
人
の
心
に

変
化
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

イ　
「
こ
と
ば
」
は
、
た
だ
の
情
報
伝
達
の
手
段
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
働
き
以
外
の
影
響
が
な
い
た
め
、

人
の
心
に
変
化
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。

ウ　
「
こ
と
ば
」の
場
合
は
、
日
常
的
な
体
験
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
心
の
最
も
深
い
部
分
ま
で
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

エ　
「
こ
と
ば
」は
外
部
の
刺
激
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
意
味
を
介
し
て
心
の
深
層
に
浸
透
し
、
そ

こ
か
ら
内
発
的
な
変
化
を
引
き
起
こ
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

オ　
「
こ
と
ば
」は
、
そ
れ
自
体
が
外
部
か
ら
届
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
外
部
の
刺
激
が
心
の
内
部
で

解
釈
さ
れ
、
内
面
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

問
三　

傍
線
部
３
「
そ
の
と
き
わ
た
し
た
ち
は
孤
独
を
感
じ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

五
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。（
句
読
点
を
含
む
）
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問
四　

傍
線
部
４
「
人
は
知
的
で
あ
る
ほ
ど
、
じ
つ
は
騙
さ
れ
や
す
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で

す
か
。
そ
の
内
容
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

他
者
の
「
こ
と
ば
」
を
聞
き
取
る
と
き
、
私
た
ち
の
理
性
は
相
手
の
理
性
と
同
じ
よ
う
に
再
構

成
さ
れ
、
支
配
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、「
こ
と
ば
」を
大
事
に
す
る
理
性
的
な
人
ほ
ど
、
相
手
に

騙
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

イ　

自
分
の
知
識
や
論
理
的
思
考
に
対
す
る
自
信
が
あ
る
た
め
、「
自
分
は
騙
さ
れ
な
い
」と
無
意
識

に
思
い
込
み
、
警
戒
心
が
低
く
な
り
や
す
い
人
ほ
ど
、
相
手
に
騙
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う

こ
と
。

ウ　

知
的
な
人
は
論
理
や
証
拠
を
重
視
す
る
た
め
、
精
巧
に
構
築
さ
れ
た
理
論
や
複
雑
な
説
明
に
対

し
て
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
くで
あ
り
、
高
度
な
知
識
が
あ
る
人
ほ
ど
、
表
面
的
な
矛
盾
を
見
逃
し
て
し
ま
う
の
で
、

相
手
に
騙
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

エ　

知
識
が
豊
富
な
人
ほ
ど
、
難
解
な
思
考
が
可
能
で
あ
り
、
無
意
識
の
う
ち
に
自
分
の
先
入
観
に

よ
っ
て
物
事
を
解
釈
し
て
し
ま
う
の
で
、
結
果
と
し
て
深
く
物
事
を
考
え
ら
れ
る
人
ほ
ど
、
相

手
に
騙
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

オ　

知
的
な
人
ほ
ど
合
理
的
な
説
得
に
弱
く
、
論
理
的
な
説
明
や
説
得
を
受
け
る
と
、
た
と
え
そ
れ

が
間
違
っ
て
い
て
も
間
違
い
に
気
付
か
ず
に
受
け
入
れ
て
し
ま
う
の
で
、
相
手
に
騙
さ
れ
る
傾

向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

問
五　

傍
線
部
５
「
わ
た
し
た
ち
は
他
者
の
こ
と
ば
に
促
さ
れ
て
、
明
ら
か
に
間
違
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
つ
い
言
わ
れ
る
ま
ま
に
行
動
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
で
す
か
。
そ

の
理
由
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

人
間
は
他
者
と
協
調
し
て
生
き
る
社
会
的
な
動
物
で
あ
り
、
集
団
内
で
の
調
和
を
保
つ
た
め
に
、

他
者
の
意
見
や
行
動
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
の
で
、
た
と
え
間
違
っ
て
い
る
と
感
じ
て
も
、
自
分

の
利
益
を
優
先
し
て
周
囲
に
同
調
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
か
ら
。

イ　

人
間
は
権
威
の
あ
る
人
の
指
示
や
意
見
に
対
し
て
は
、
反
論
で
き
ず
に
仕
方
な
く
従
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
多
い
が
、
た
と
え
そ
の
指
示
が
危
う
い
と
気
づ
い
て
も
、
権
威
に
対
す
る
信
頼
や
恐

れ
か
ら
、
そ
の
ま
ま
行
動
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
か
ら
。

ウ　

他
者
の
「
こ
と
ば
」
が
強
く
断
言
的
で
あ
る
と
き
、
自
分
の
判
断
に
自
信
を
失
っ
て
し
ま
い
、

「
も
し
か
し
た
ら
自
分
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
不
安
を
感
じ
て
、
他
者
に

従
っ
て
し
ま
う
か
ら
。

エ　

複
雑
な
状
況
や
ス
ト
レ
ス
の
か
か
る
場
面
で
は
、
自
分
の
中
で
冷
静
な
判
断
が
難
し
く
な
る
の

で
、
自
分
の
判
断
に
自
信
が
持
て
な
い
と
き
は
、
あ
え
て
他
者
の
指
示
に
従
う
こ
と
で
不
安
を

解
消
で
き
る
か
ら
。

オ　

他
者
が
話
す
「
こ
と
ば
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
の
理
性
が
構
成
さ
れ
る
た
め
、
話
す
側
と
聞
く

側
は
同
じ
「
こ
と
ば
」
に
基
づ
い
て
相
互
に
理
性
を
再
構
成
し
、
協
働
す
る
が
、
結
果
と
し
て
、

私
た
ち
は
本
能
的
に
他
者
の
言
葉
に
自
分
の
理
性
の
構
築
を
委
ね
て
し
ま
う
か
ら
。
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↑
2/2

↑
2/4

↑
2/1午前

↑
2/1午後

問
六　

傍
線
部
６
「
こ
と
ば
抜
き
に
、
臭
い
や
絵
や
音
楽
だ
け
で
、
人
を
騙
す
こ
と
は
む
ず
か
し
い
」
と
あ
り

ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か

ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

臭
い
や
絵
、
音
楽
な
ど
は
、
具
体
的
な
意
味
や
情
報
を
伝
え
る
に
は
限
界
が
あ
る
が
、「
こ
と

ば
」
は
、
相
手
の
理
解
や
思
考
を
操
作
で
き
る
の
で
、
相
手
を
騙
す
た
め
に
は
、「
こ
と
ば
」
で

論
理
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
築
し
、
信
じ
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

イ　
「
こ
と
ば
」を
使
う
こ
と
で
、
相
手
に
信
じ
る
理
由
や
背
景
を
容
易
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
臭
い
や
絵
、
音
楽
だ
け
で
は
、
そ
う
い
っ
た
信
じ
る
た
め
の
論
理
や
根
拠
を
十
分
に
提
供

で
き
な
い
た
め
、
相
手
を
騙
す
の
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
。

ウ　
「
こ
と
ば
」
を
使
う
と
、
よ
り
複
雑
な
思
考
が
可
能
に
な
る
が
、
も
し
も
、
話
し
手
が
「
こ
と

ば
」
を
使
っ
て
相
手
の
感
情
や
思
考
を
意
図
的
に
導
き
、
騙
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
プ
ロ

セ
ス
は
単
な
る
感
覚
的
刺
激
だ
け
で
は
達
成
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
。

エ　
「
こ
と
ば
」は
具
体
的
な
意
味
や
情
報
を
な
る
べ
く
多
く
伝
達
す
る
こ
と
が
目
的
だ
が
、
同
時
に

相
手
の
認
識
や
信
念
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
く
な
り
、
他
の
感
覚
刺
激
だ
け
で
は
同
じ
よ
う

に
相
手
を
騙
す
の
は
難
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
。

オ　
「
こ
と
ば
」は
具
体
的
な
意
味
や
概
念
を
直
接
的
に
伝
え
る
手
段
で
あ
る
が
、
臭
い
や
絵
、
音
楽

は
直
接
的
な
刺
激
で
あ
り
、
具
体
的
な
意
味
や
詳
細
な
情
報
を
明
確
に
伝
え
る
の
が
難
し
い
た

め
、
人
を
騙
す
よ
り
も
誤
解
や
不
正
確
な
理
解
が
生
じ
や
す
い
と
い
う
こ
と
。
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問
七　

傍
線
部
７
「「
欺
瞞
的
こ
と
ば
」
を
繰
り
返
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
で
す
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
考

え
ら
れ
る
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

欺
瞞
的
こ
と
ば
は
、
人
々
を
団
結
さ
せ
、
争
い
を
抑
え
る
た
め
の
善
意
の
嘘
で
あ
る
が
、
よ
り

大
き
な
集
団
を
団
結
さ
せ
る
た
め
に
は
、
同
じ
嘘
を
何
度
も
言
わ
な
い
と
誰
も
そ
の
嘘
を
信
じ

な
く
な
る
か
ら
。

イ　

社
会
で
優
位
な
立
場
を
築
こ
う
と
す
る
人
は
、
他
者
を
騙
す
発
言
を
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
に

よ
っ
て
「
正
し
く
考
え
る
」
こ
と
を
不
可
能
に
し
、
周
囲
の
人
々
を
自
分
の
思
う
ま
ま
に
従
わ

せ
よ
う
と
す
る
か
ら
。

ウ　

欺
瞞
的
こ
と
ば
が
広
が
る
社
会
は
、
個
々
人
に
対
し
て
、
よ
り
理
性
的
に
、
批
判
的
に
物
事
を

考
え
る
必
要
性
を
教
え
る
一
種
の
挑
戦
で
あ
り
、
自
然
の
脅
威
を
克
服
す
れ
ば
、
争
い
は
な
く

な
る
か
ら
。

エ　

勝
ち
組
に
入
る
た
め
の
競
争
は
、
能
力
や
努
力
次
第
で
誰
も
が
平
等
に
チ
ャ
ン
ス
を
得
ら
れ
る

が
、
勝
ち
組
や
負
け
組
と
い
う
二
極
化
自
体
が
社
会
的
に
強
調
さ
れ
す
ぎ
て
お
り
、
実
際
に
は

多
様
な
成
功
の
あ
り
方
や
生
存
の
仕
方
が
存
在
す
る
か
ら
。

オ　

社
会
が
大
規
模
に
な
る
こ
と
で
多
様
性
や
異
な
る
価
値
観
が
生
ま
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
人
々

の
考
え
方
が
複
雑
に
な
り
、
勝
ち
組
に
入
る
た
め
の
競
争
も
自
己
の
優
劣
を
明
確
に
す
る
機
会
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
か
ら
。
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↑
2/2

↑
2/4

↑
2/1午前

↑
2/1午後

問
八　

本
文
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

人
は
、
他
者
の
意
見
や
「
こ
と
ば
」
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
基
本
的
に
は

自
分
自
身
の
判
断
や
理
性
を
大
事
に
す
る
性
質
が
あ
る
が
、
同
時
に
「
こ
と
ば
」
は
非
常
に
強

力
な
も
の
で
あ
り
、
他
者
の
「
こ
と
ば
」
で
あ
っ
て
も
そ
れ
が
理
性
的
で
「
真
理
」
に
基
づ
い

て
い
る
と
感
じ
る
と
、
自
分
の
中
で
そ
の
「
こ
と
ば
」
を
信
じ
た
く
な
る
欲
求
が
生
じ
る
。

イ　

特
に
映
像
の
よ
う
な
強
い
視
覚
的
刺
激
を
受
け
た
場
合
、
人
は
自
分
の
心
が
完
全
に
映
像
に
支

配
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
個
人
的
な
感
動
の
体
験
を
す
る
が
、
同
時
に
そ
の
時
代
の
流

行
な
ど
社
会
的
な
影
響
も
受
け
て
お
り
、
共
感
や
共
有
を
通
じ
て
さ
ら
に
強
く
感
動
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

ウ　

他
者
か
ら
発
せ
ら
れ
る
「
こ
と
ば
」
も
、
社
会
に
お
い
て
理
性
的
な
も
の
だ
と
判
断
さ
れ
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
人
は
そ
れ
を
「
真
実
」
と
捉
え
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
だ
ん
だ
ん
と
自

分
が
他
者
の
「
こ
と
ば
」
に
支
配
さ
れ
て
い
き
、
い
つ
の
ま
に
か
自
分
の
考
え
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。

エ　

人
は
、
同
じ
言
葉
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
意
思
疎
通
が
容
易
に
な
り
、
団
結
力
が
強
ま
り
、
困

難
な
状
況
を
乗
り
越
え
る
力
が
生
ま
れ
る
が
、
集
団
が
巨
大
化
す
る
に
つ
れ
、
力
の
不
均
衡
が

生
じ
、
そ
の
中
で
支
配
の
た
め
に
嘘
が
用
い
ら
れ
、「
こ
と
ば
」が
本
来
の
協
力
や
真
実
を
伝
え

る
手
段
か
ら
逸
脱
す
る
。

オ　

人
は
、
信
頼
関
係
が
あ
る
と
、
他
者
の
「
こ
と
ば
」
を
ま
っ
た
く
疑
う
こ
と
な
く
真
実
と
し
て

受
け
入
れ
、
そ
の
「
こ
と
ば
」
に
従
っ
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
も
し
社
会
が
自
己
と
他

者
の
間
で
信
頼
を
基
盤
に
し
た
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
が
語
る
「
こ
と
ば
」
は
自

然
に
真
実
だ
け
に
な
る
。



─ 11 ─

三	
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。（
な
お
設
問
の
都
合
上
、
本
文
の
一
部
に
手
を
加

え
て
あ
り
ま
す
。）

　

抽
象
と
は
、
与
え
ら
れ
た
多
く
の
も
の
や
、
事
柄
全
体
か
ら
共
通
す
る
性
質
や
特
徴
を
抜
き
出
し
て
一
般
的

な
概
念
と
し
て
捉
え
る
こ
と
。
具
体
と
い
う
の
は
、
直
接
知
覚
さ
れ
、
認
識
で
き
る
形
や
内
容
を
持
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
抽
象
の
概
念
の
中
の
１
つ
の
例
で
す
。

　

例
え
ば
図
形
と
し
て
書
い
た
正
三
角
形
は
、
三
角
形
と
い
う
大
き
な
概
念
の
中
の
具
体
例
で
す
。
そ
の
正
三

角
形
は
間
違
い
な
く
三
角
形
で
す
が
、
正
三
角
形
で
は
な
い
三
角
形
も
存
在
し
ま
す
。

　

子
ど
も
に
「
三
角
形
と
は
何
か
？
」
を
示
す
場
合
、「
同
一
直
線
上
に
な
い
３
点
と
そ
れ
ら
を
結
ん
で
で
き
る

３
つ
の
線
分
か
ら
な
る
図
形
」
と
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
実
際
に
描
い
て
見
せ
た
ほ
う

が
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

具
体
に
す
れ
ば
、
わ
か
り
や
す
く
な
る
。
こ
れ
は
、
三
角
形
に
限
ら
ず
、
一
般
的
に
も
い
え
る
こ
と
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
新
人
に
、

「
※
１

Ｔ
Ｐ
Ｏ
を
わ
き
ま
え
ま
し
ょ
う
」

　

と
指
導
す
る
よ
り
も
、

「
こ
の
会
合
は
フ
ォ
ー
マ
ル
な
ス
ー
ツ
に
ネ
ク
タ
イ
着
用
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
」

　

と
伝
え
た
ほ
う
が
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
同
時
に
問
題
も
あ
り
ま
す
。
具
体
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
も
「
１
つ
の
例
」
で
あ
っ
て
、
全
体
で

は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

た
っ
た
１
つ
の
例
で
、
全
体
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
概
念
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
１

具
体
例
と
い

う
「
点
」
の
知
識
を
、「
面
」
の
知
識
に
広
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

反
対
に
、
抽
象
に
す
れ
ば
、
全
体
を
捉と

ら

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
先
ほ
ど
の
三
角
形
の
例
で
見
る
よ

う
に
、
そ
も
そ
も
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。「
同
一
直
線
上
に
な
い
３
点
と
そ
れ
ら
を
結
ん
で
で

き
る
３
つ
の
線
分
か
ら
な
る
図
形
」
な
ら
ば
、
じ
っ
く
り
考
え
れ
ば
「
三
角
形
」
を
指
し
て
い
る
と
わ
か
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
よ
り
複
雑
な
物
事
と
な
る
と
、
具
体
例
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

特
に
意
識
す
る
こ
と
が
な
く
て
も
、
私
た
ち
は
、
日
々
、
自
然
と

0

0

0

具
体
と
抽
象
を
行
き
来
し
な
が
ら
物
事
を

理
解
し
た
り
、
相
手
に
説
明
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
大
変
す
ば
ら
し
い
能
力
な
の
で
す
が
、
こ
の
２

「
自
然
と
」
と
い
う
の
が
く
せ
者
で
す
。「
ど
ん
な
物

事
を
説
明
す
る
と
き
に
は
、
何
を
ど
の
程
度
具
体
的
・
抽
象
的
に
す
れ
ば
い
い
か
」
は
、
誰
に
と
っ
て
も
と
て

も
難
し
い
問
題
で
す
。

　

ま
た
、
相
手
が
具
体
的
に
説
明
を
し
て
く
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
抽
象
化
し
て
捉
え
れ
ば
相
手

が
本
当
に
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
を
言
い
表
せ
る
よ
う
に
な
る
の
か
も
、
本
質
的
に
共
有
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

具
体
化
の
仕
方
が
偏か

た
よっ

て
い
た
り
す
る
と
、
抽
象
的
な
理
解
が
不
十
分
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

し
ば
し
ば
起
こ
り
が
ち
な
具
体
・
抽
象
の
エ
ラ
ー
は
、
特
徴
的
な
代
表
例
を
、
そ
の
概
念
が
表
す
も
の
す
べ

て
だ
と
思
い
込
む
パ
タ
ー
ン
で
す
。

　

幼
い
子
ど
も
の
中
に
は
、
ア
ナ
ロ
グ
の
時
計（
丸
い
文
字
盤
に
、
短
針
と
長
針
と
秒
針
が
つ
い
て
い
る
も
の
）
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↑
2/2

↑
2/4

↑
2/1午前

↑
2/1午後

と
デ
ジ
タ
ル
の
時
計
（
文
字
盤
は
四
角
が
多
く
、
時
刻
が
数
字
で
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
）
を
同
じ
「
時
計
」

だ
と
認
識
で
き
な
い
子
が
い
ま
す
。

　

ア
ナ
ロ
グ
の
時
計
は
時
計
だ
と
わ
か
る
の
に
デ
ジ
タ
ル
の
時
計
は
時
計
だ
と
思
っ
て
い
な
い
子
ど
も
も
、
デ

ジ
タ
ル
は
時
計
だ
と
わ
か
る
の
に
ア
ナ
ロ
グ
は
時
計
だ
と
思
っ
て
い
な
い
子
ど
も
も
、
両
方
と
も
存
在
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
家
庭
で
使
っ
て
い
る
時
計
だ
け
を
「
時
計
」
だ
と
認
識
す
る
か
ら
で
す
。
家
に
ア
ナ
ロ
グ
の
時
計

し
か
な
い
子
ど
も
は
、

「
時
計
と
い
う
の
は
、
円
の
中
に
数
字
が
あ
り
、
長
い
針
と
短
い
針
が
あ
る
も
の
だ
」

　

と
認
識
し
、
デ
ジ
タ
ル
の
時
計
し
か
な
い
子
ど
も
は
、

「
時
計
と
い
う
の
は
、
デ
ジ
タ
ル
の
画
面
に
数
字
が
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
」

　

と
認
識
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
普
段
見
て
い
る
時
計
が
、
時
計
の
す
べ
て
だ
」と
考
え
て
し
ま

う
の
で
す
。

「
時
計
＝
ア
ナ
ロ
グ
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
子
ど
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
時
計
し
か
な
い
部
屋
で
「
時
計
を
持
っ
て
き

て
」
と
言
っ
て
も
、
話
は
絶
対
に
通
じ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
、
具
体
と
抽
象
の
紐ひ

も

づ
け
の
失
敗
は
、
大
人
に
と
っ
て
も
実
は
そ
う
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
具
体
と
抽
象
の
紐
づ
け
は
、
文
化
に
よ
り
、
慣
習
に
よ
り
、
変
わ
る
こ
と
が
多
い
か
ら

で
す
。

　

例
え
ば
、
何
ら
か
の
事
情
で
綿
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
い
と
き
に
、

「
予
算
資
料
を
準
備
し
て
」

　

な
ど
と
だ
け
、
指
示
し
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
指
示
さ
れ
た
人
が
、
入
社
し
た
ば
か
り
で
、
予
算
資
料
に

何
が
含
ま
れ
る
か
を
正
し
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
し
か
も
、
以
前
、
別
の
会
社
で
予
算

資
料
を
扱
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
と
同
じ
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
ら
？

「
指
示
を
し
た
は
ず
な
の
に
、
必
要
な
書
類
が
そ
ろ
わ
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
簡
単
に
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

再
び
、
子
ど
も
の
時
計
の
例
に
戻
り
ま
し
ょ
う
。

「
時
計
と
い
う
の
は
、
円
の
中
に
数
字
が
あ
り
、
長
い
針
と
短
い
針
が
あ
る
も
の
だ
」と
思
っ
て
い
る
子
ど
も
は
、

お
そ
ら
く
、
ア
ナ
ロ
グ
の
は
か
り
や
温
度
・
湿
度
計
な
ど
も
、
時
計
だ
と
認
識
す
る
で
し
ょ
う
。

「
こ
の
部
屋
に
あ
る
時
計
は
い
ら
な
い
か
ら
、
捨
て
て
お
い
て
」と
言
わ
れ
た
ら
、
き
っ
と
ア
ナ
ロ
グ
の
は
か
り

な
ど
も
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

こ
れ
も
ま
た
、
具
体
と
抽
象
に
関
す
る
紐
づ
け
の
エ
ラ
ー
で
す
。

　

そ
し
て
、
同
様
の
こ
と
は
や
は
り
、
大
人
に
も
起
こ
り
得
ま
す
。
例
え
ば
時
計
で
は
な
く
て
、
何
か
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
資
料
だ
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
？

　

指
示
し
た
人
は
、
も
う
終
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料
だ
け
を
処
分
し
て
も
ら
う
つ
も
り
だ
っ
た
の
に
、

指
示
を
受
け
た
人
が
そ
れ
以
外
の
資
料
も
処
分
し
て
し
ま
っ
た
ら
…
…
。

「
指
示
し
て
も
い
な
い
の
に
、
勝
手
に
処
分
す
る
な
！
」

　

と
あ
と
で
怒
ら
れ
た
と
し
て
も
、
取
り
返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
怒
ら
れ
た
側
と
し
て
は
、

「
言
わ
れ
た
通
り
に
作
業
し
た
だ
け
な
の
に
、
怒
ら
れ
た
」

　

と
感
じ
る
で
し
ょ
う
。
上
司
を
３

理り

不ふ

尽じ
ん

だ
と
感
じ
、
下
手
を
す
れ
ば
仕
事
を
辞
め
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
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せ
ん
。

　

よ
り
抽
象
度
の
高
い
概
念
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
は
複
数
の
具
体
例
が
必
要
で
す
。

た
っ
た
１
つ
の
点
か
ら
面
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
複
数
の
、
観
点
が
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
異
な
る
事
例
を
起

点
に
抽
象
化
を
行
う
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
具
体
例
の
ど
こ
ま
で
が
そ
の
抽
象
概
念
に
含
ま
れ
る
の
か
を
、
直
接
的
に
伝
え
る
方
法
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
こ
れ
は
そ
の
概
念
に
入
る
の
か
ど
う
か
」と
１
つ
ず
つ
確
認
し
て
確
か
め
て
い
く
し
か
な
い
の

で
す
。

　

ち
な
み
に
子
ど
も
は
、
徐
々
に
、
デ
ジ
タ
ル
時
計
も
ア
ナ
ロ
グ
時
計
も
壁
掛
け
時
計
も
目
覚
ま
し
時
計
も
腕

時
計
も
、
さ
ら
に
は
日
時
計
や
水
時
計
と
い
っ
た
４

ま
っ
た
く
違
っ
た
形
の
も
の
ま
で
も
、
時
計
だ
と
捉
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
は
か
り
や
温
度
計
、
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
な
ど
の
、
形
は
似
て
い
て
も
時
計
で

は
な
い
も
の
も
、
徐
々
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

最
初
は
「
円
の
中
に
数
字
が
あ
り
、
長
い
針
と
短
い
針
が
あ
る
も
の
」
な
ど
と
い
う
具
体
的
な
１
点
に
し
か

紐
づ
い
て
い
な
か
っ
た
「
時
計
」
が
、
様
々
な
時
計
を
家
の
外
で
も
経
験
す
る
こ
と
で
事
例
が
増
え
、
概
念
が

抽
象
化
さ
れ
、「
時
計
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
意
味
が
定
ま
る
の
で
す
。
ま
た
同
じ
形
を
し
て
い
て
も
「
時
刻

を
知
る
」
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
は
時
計
で
は
な
い
、
と
そ
の
範
囲
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
大
変
高
度
な
認
知
の
力
が
必
要
で
す
。

　

だ
い
ぶ
昔
の
話
で
す
が
、

「
遠
足
の
お
や
つ
は
３
０
０
円
ま
で
」

　

と
学
校
の
先
生
に
言
わ
れ
て
、

「
バ
ナ
ナ
は
お
や
つ
に
入
り
ま
す
か
？
」

　

と
返
す
の
は
定
番
で
し
た
。
こ
れ
は
、「
お
や
つ
」
と
い
う
抽
象
に
、「
バ
ナ
ナ
」
と
い
う
具
体
が
入
る
か
ど

う
か
を
尋た

ず

ね
る
質
問
で
す
。
当
然
で
す
が
、
具
体
と
抽
象
が
正
し
く
結
び
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
、
５

認
識
は
食

い
違
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

バ
ナ
ナ
が
お
や
つ
に
入
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
は
、
お
そ
ら
く
そ
う
揉も

め
事
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
具
体
と
抽
象
の
紐
づ
け
の
失
敗
は
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
の
要
因
の
１
つ
で
す
。

　

何
か
し
ら
の
契
約
書
を
結
ぶ
際
に
は
、
通
常
、
ど
う
い
う
事
柄
が
そ
の
契
約
書
で
規
定
さ
れ
る
の
か
を
、
冒

頭
で
定
義
し
ま
す
。
不
動
産
契
約
で
あ
れ
ば
、
ど
の
建
物
の
ど
の
部
分
に
つ
い
て
の
話
な
の
か
。
医
療
保
険
契

約
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
の
保
障
な
の
か
。

　

抽
象
と
具
体
の
紐
づ
け
を
正
し
く
行
う
こ
と
は
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
重
要
な
能
力
の
１
つ
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　
　
　
　
【
中
略
】

　

目
的
に
合
わ
せ
て
、
情
報
の
具
体
化
や
抽
象
化
の
粒
度
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
、
本
当
に
必
要
な
情

報
を
記
憶
し
て
お
く
た
め
に
は
不
可
欠
な
の
で
す
。

　

抽
象
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
自
分
で
つ
く
り
上
げ
た
ざ
っ
く
り
と
し
た
情
報
は
、「
表
象
（
英
語
で
は

representation

）」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
あ
な
た
が
持
っ
て
い
る
「
ネ
コ
の
イ
メ
ー
ジ
」
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
す
が
、

表
象
に
は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
表
象
、
言
語
的
な
表
象
、
論
理
的
な
表
象
な
ど
、
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
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６

読
書
に
お
け
る
情
報
処
理
も
ま
た
、
表
象
を
つ
く
る
行
為
と
い
え
ま
す
。
こ
こ
ま
で
本
書
を
読
ん
で
き
た

皆
さ
ん
も
、
文
章
の
一
言
一
句
を
覚
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
一
言
一
句
読
ん
で
い
っ
て
も
、
そ

の
具
体
的
な
言
葉
は
読
ん
だ
そ
ば
か
ら
忘
れ
て
い
き
、
だ
い
た
い
の
内
容
だ
け
を
つ
か
ん
で
、
読
み
進
め
て
い

る
は
ず
で
す
。

　

よ
ほ
ど
印
象
的
な
文
が
あ
れ
ば
記
憶
に
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
、
一
文
、
あ
る
い
は

二
、三
文
が
限
界
で
し
ょ
う
。

　
「
こ
う
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
る
」と
い
う
、
こ
の
本
に
お
け
る
読
書
な
り
の
論
理
的
な
表
象
を
、
頭
の
中
に

つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、
私
た
ち
は
読
み
進
め
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
の
「
こ
う
い
う
こ
と
」
は
、
読
み
な

が
ら
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

一
言
一
句
を
記
憶
す
る
の
で
は
な
く
、
だ
い
た
い
の
内
容
や
流
れ
を
、
あ
た
か
も
ス
ケ
ッ
チ
の
よ
う
に
捉
え

て
い
く
。
こ
の
抽
象
化
の
作
業
は
、
私
た
ち
の
脳
の
「
理
解
」
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

言
い
換
え
れ
ば
私
た
ち
は
、
抽
象
化
す
る
こ
と
で
物
事
を
理
解
し
、
記
憶
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
７

「
言
葉
」
自
体
が
抽
象
化
の
概
念
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
で
す
。

�

（
今
井
む
つ
み
『「
何
回
説
明
し
て
も
伝
わ
ら
な
い
」
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
？
』
に
よ
る
）

※
１　

Ｔ
Ｐ
Ｏ
…
…
時
、
場
所
、
場
合
。

問
一　

傍
線
部
１
「
具
体
例
と
い
う
「
点
」
の
知
識
を
、「
面
」
の
知
識
に
広
げ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
説

明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

一
つ
の
事
例
だ
け
に
着
目
せ
ず
複
数
の
事
例
か
ら
一
般
に
共
通
す
る
法
則
を
見
つ
け
出
す
と
い

う
こ
と
。

イ　

細
か
い
知
識
ば
か
り
に
目
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
事
象
を
お
お
ま
か
に
理
解
し
よ
う
と
す
る

こ
と
。

ウ　

個
別
の
知
識
を
む
や
み
に
暗
記
す
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
物
事
に
関
連
付
け
て
捉
え
る
と
い

う
こ
と
。

エ　

抽
象
的
な
事
例
だ
け
で
は
な
く
、
詳
し
い
事
例
と
も
比
較
検
討
す
る
中
で
知
識
を
深
め
よ
う
と

す
る
こ
と
。

オ　

知
識
を
画
一
的
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
角
度
か
ら
捉
え
て
知
見
を
広
げ
よ
う
と
す
る

こ
と
。
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問
二　

傍
線
部
２
「「
自
然
と
」
と
い
う
の
が
く
せ
者
で
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
言
え
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

そ
の
理
由
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

人
間
は
、
具
体
と
抽
象
を
無
自
覚
に
調
整
し
て
い
る
た
め
、
意
識
的
に
相
手
に
合
わ
せ
て
説
明

し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
か
ら
。

イ　

具
体
と
抽
象
の
行
き
来
は
誰
も
が
備
え
て
い
る
能
力
で
あ
り
、
抽
象
と
具
体
を
認
識
す
る
こ
と

が
な
い
か
ら
。

ウ　

様
々
な
生
い
立
ち
を
持
つ
人
間
同
士
が
、
意
識
的
に
互
い
の
具
体
と
抽
象
の
度
合
い
を
そ
ろ
え

る
の
は
不
可
能
だ
か
ら
。

エ　

話
を
理
解
で
き
た
と
思
っ
て
も
、
相
手
は
抽
象
と
具
体
の
程
度
を
考
え
ず
に
話
し
た
こ
と
な
の

で
本
当
の
理
解
に
至
っ
て
い
な
い
か
ら
。

オ　

具
体
と
抽
象
の
行
き
来
は
、
概
念
を
共
有
し
あ
う
者
同
士
で
意
識
し
て
い
か
な
い
と
、
情
報
伝

達
の
速
度
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
。

問
三　

傍
線
部
３
「
理
不
尽
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
そ
う
感
じ
る
の
で
す
か
。
理
由
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し

い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

抽
象
的
で
わ
か
り
づ
ら
い
上
司
の
指
示
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
間
違
え
た
解
釈
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
か
ら
。

イ　

指
示
が
大
ま
か
で
抽
象
的
な
も
の
だ
っ
た
た
め
、
自
分
の
体
験
し
た
事
例
に
あ
て
は
め
て
認
識

し
た
と
こ
ろ
怒
ら
れ
た
か
ら
。

ウ　

自
分
の
中
で
は
職
務
を
忠
実
に
こ
な
し
た
と
い
う
認
識
だ
っ
た
の
に
、
上
司
の
求
め
る
結
果
に

反
し
て
い
る
と
責
め
ら
れ
た
か
ら
。

エ　

複
数
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
資
料
の
中
で
、
上
司
が
処
分
し
た
い
資
料
は
ど
れ
な
の
か
ま
で
指
示

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
。

オ　

上
司
の
負
担
が
減
る
よ
う
配
慮
し
た
具
体
的
な
行
動
で
あ
っ
た
の
に
、
余
計
な
こ
と
を
し
た
と

こ
ち
ら
の
厚
意
を
批
判
さ
れ
た
か
ら
。
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問
四　

傍
線
部
４
「
ま
っ
た
く
違
っ
た
形
の
も
の
ま
で
も
、
時
計
だ
と
捉
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」
と
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
理
由
は
な
ぜ
で
す
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

ア　

人
は
初
め
に
、
時
計
の
概
念
を
具
体
化
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
が
、
多
種
多
様
な
形
状
の
時

計
を
具
体
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
す
べ
て
を
抽
象
化
す
る
こ
と
で
時
計
と
い
う
概

念
の
全
体
像
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
形
状
の
違
う
も
の
で
も
、
時
計
と
し
て
認
識
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
か
ら
。

イ　

人
は
初
め
に
、
自
分
が
所
有
し
た
こ
と
の
あ
る
ア
ナ
ロ
グ
時
計
と
類
似
し
た
時
計
の
み
を
時
計

と
認
識
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
が
、
世
の
中
に
デ
ジ
タ
ル
時
計
の
存
在
を
知
っ
た
そ
の
時
か

ら
、
自
分
の
知
ら
な
い
時
計
の
存
在
に
気
が
つ
く
こ
と
が
で
き
よ
う
に
な
る
か
ら
。

ウ　

人
は
初
め
に
、
時
計
は
円
の
中
に
数
字
が
あ
り
、
長
い
針
と
短
い
針
が
あ
る
も
の
と
抽
象
的
に

認
識
す
る
為
、
デ
ジ
タ
ル
時
計
は
同
じ
時
計
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
そ
の

人
の
生
活
文
化
や
習
慣
に
変
化
が
見
ら
れ
れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
時
計
も
時
計
で
あ
る
と
認
識
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
か
ら
。

エ　

人
は
初
め
に
、
時
計
を
大
ま
か
な
概
念
と
し
て
認
識
す
る
為
、
形
状
や
動
作
が
類
似
し
た
も
の

を
す
べ
て
時
計
だ
と
認
識
し
て
し
ま
う
が
、
多
種
多
様
な
形
状
の
時
計
の
存
在
を
知
る
こ
と
で
、

時
計
の
本
質
は
形
状
で
は
な
く
、
時
を
刻
む
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
た
ど
り
着
く
か
ら
。

オ　

人
は
初
め
に
、
文
字
盤
と
針
が
時
を
指
す
も
の
だ
け
を
時
計
と
理
解
し
、
そ
の
形
状
の
共
通
項

を
複
数
の
具
体
的
な
対
象
に
よ
っ
て
認
識
し
よ
う
と
す
る
が
、
時
計
と
い
う
具
体
的
な
対
象
は

多
様
に
存
在
す
る
の
で
、
形
状
よ
り
も
数
字
を
指
す
も
の
だ
け
を
時
計
と
理
解
す
る
よ
う
に
な

る
か
ら
。

問
五　

傍
線
部
５
「
認
識
は
食
い
違
っ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し

い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　
「
バ
ナ
ナ
」
は
調
理
の
有
無
に
よ
っ
て
「
お
や
つ
」
と
も
「
食
事
」
と
も
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き

る
な
ど
、
扱
い
方
次
第
で
複
数
の
意
味
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
複
雑
な
存
在
だ
か
ら
。

イ　

本
来
「
お
や
つ
」
で
あ
る
は
ず
の
バ
ナ
ナ
を
、
よ
り
多
く
の
「
お
や
つ
」
を
持
参
す
る
た
め
に

都
合
よ
く
「
食
事
」
と
解
釈
し
直
せ
る
ほ
ど
、
言
葉
の
概
念
は
あ
い
ま
い
な
も
の
だ
か
ら
。

ウ　
「
お
や
つ
」
と
い
う
言
葉
の
定
義
が
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
バ
ナ
ナ
を
「
お
や
つ
」
と
捉
え
る
か
ど

う
か
は
個
人
の
育
っ
て
き
た
文
化
や
慣
習
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
か
ら
。

エ　
「
バ
ナ
ナ
は
お
や
つ
に
入
り
ま
す
か
」
の
質
問
は
「
お
や
つ
」
の
区
分
に
バ
ナ
ナ
を
含
む
か
を
問

う
て
い
る
が
、
抽
象
化
の
仕
方
を
誤
る
と
質
問
の
意
図
が
伝
わ
ら
な
く
な
る
か
ら
。

オ　
「
お
や
つ
」の
量
を
減
ら
し
た
い
学
校
の
先
生
と
、
多
く
持
参
し
た
い
生
徒
と
の
間
に
は
隔
た
り

が
あ
り
、
そ
れ
が
具
体
と
抽
象
の
結
び
つ
き
の
違
い
を
生
み
出
し
て
い
る
か
ら
。
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問
六　

傍
線
部
６
「
読
書
に
お
け
る
情
報
処
理
も
ま
た
、
表
象
を
つ
く
る
行
為
と
い
え
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、

「
読
書
」
の
ど
う
い
う
点
が
「
表
象
を
作
る
行
為
」
と
同
じ
と
い
え
る
の
で
す
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し
い

も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

複
雑
な
論
理
で
構
成
さ
れ
て
い
る
本
と
い
う
も
の
を
一
文
ず
つ
に
分
け
て
詳
細
に
理
解
す
る
の

で
は
な
く
、
大
ま
か
な
話
の
流
れ
か
ら
本
全
体
の
内
容
を
推
し
量
る
行
為
で
あ
る
と
い
う
点
。

イ　

抽
象
的
な
事
項
が
記
さ
れ
て
い
る
本
と
い
う
も
の
か
ら
、
具
体
的
な
内
容
を
抜
き
出
し
て
理
解

し
て
世
の
中
の
様
々
な
事
象
に
通
じ
る
一
般
的
な
概
念
を
理
解
す
る
行
為
で
あ
る
と
い
う
点
。

ウ　

詳
し
い
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
本
と
い
う
も
の
を
一
言
一
句
記
憶
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、
話

の
論
理
や
筋
道
を
大
ま
か
に
把
握
す
る
こ
と
で
本
全
体
の
内
容
を
理
解
す
る
行
為
で
あ
る
と
い

う
点
。

エ　

様
々
な
テ
ー
マ
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
本
と
い
う
も
の
か
ら
、
読
者
が
未
知
の
情
報
を
知
識
と

し
て
取
り
入
れ
て
論
理
を
組
み
立
て
る
こ
と
で
思
考
を
更
新
し
て
い
く
行
為
で
あ
る
と
い
う
点
。

オ　

膨ぼ
う
だ
い大
な
情
報
量
を
持
つ
本
と
い
う
も
の
を
そ
の
ま
ま
記
憶
す
る
の
で
は
な
く
、
読
み
進
め
る
た

め
に
必
要
で
は
な
い
知
識
を
排
除
し
て
理
解
す
る
こ
と
で
脳
の
記
憶
領
域
を
確
保
す
る
行
為
で

あ
る
と
い
う
点
。

問
七　

傍
線
部
７
「「
言
葉
」
自
体
が
抽
象
化
の
概
念
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
で
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　
「
言
葉
」は
、
他
者
と
知
識
や
経
験
を
共
有
し
、
新
た
な
概
念
を
創
造
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る

と
い
う
こ
と
。

イ　
「
言
葉
」は
、
顔
の
表
情
だ
け
で
は
な
く
、
心
情
を
表
現
す
る
た
め
の
補
助
と
し
て
必
要
で
あ
る

と
い
う
こ
と
。

ウ　
「
言
葉
」を
持
つ
こ
と
は
、
文
化
の
違
う
人
々
に
と
っ
て
互
い
を
区
別
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る

と
い
う
こ
と
。

エ　
「
言
葉
」の
種
類
や
使
い
方
の
工
夫
は
、
人
々
の
考
え
や
態
度
に
影
響
を
与
え
る
た
め
に
必
要
で

あ
る
と
い
う
こ
と
。

オ　
「
言
葉
」は
、
体
験
や
心
情
を
大
ま
か
な
意
味
内
容
と
し
て
捉
え
る
の
に
絶
対
に
必
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
。
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↑
2/2

↑
2/4

↑
2/1午前

↑
2/1午後

問
八　

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

三
角
形
と
い
う
概
念
は
具
体
的
な
形
状
に
関
係
な
く
理
解
さ
れ
る
の
で
、
二
等
辺
三
角
形
や
正

三
角
形
と
い
う
多
様
な
形
状
の
三
角
形
を
知
る
必
要
は
な
い
。

イ　

具
体
は
詳
細
を
意
味
し
、
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
多
種
多
様
な
情
報
を
提
供
す
る
の
に
対
し
て
、

抽
象
は
簡
略
を
意
味
し
、
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
大
枠
の
概
念
を
提
供
す
る
。

ウ　

子
ど
も
に
は
概
念
と
い
う
も
の
を
抽
象
的
に
も
具
体
的
に
も
表
現
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
そ
の

結
果
、
形
状
が
似
た
も
の
す
べ
て
を
同
じ
も
の
と
認
識
す
る
。

エ　

他
者
に
あ
る
説
明
を
す
る
と
き
、
様
々
な
具
体
例
を
提
示
し
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
の
意
図
す

る
内
容
が
詳
細
に
伝
わ
り
、
相
手
が
誤
解
す
る
危
険
性
が
低
く
な
っ
て
い
く
。

オ　

あ
る
概
念
を
抽
象
化
す
る
作
業
は
、
私
た
ち
の
脳
の
「
理
解
」
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
に
ほ
か
な

ら
な
い
の
で
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
脳
に
し
っ
か
り
描
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
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